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自然も経済も持続可能、そんな社会を創りたい
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鹿島モデル

鹿島市の環境保全につながる事業を生み出し鹿島市の環境と産業を元気にする。
環境と産業の調和から有明海の再生を目指す。

社会課題 / 環境課題

事業計画

鹿島市の環境に立脚し
た環境評価指標

事業化支援

環境評価により環境にとって価値のある事業を実施
事業計画段階にて鹿島市独自の環境評価指標による
事業の環境に対する影響を評価

鹿島市の環境保全につながる鹿島市独自の環
境評価指標

鹿島市が持続可能な発展を実現する自然環境を
構築する
鹿島市独自の環境評価指標。

鹿島市は有明海には鹿島市の全てが反映される
街である

ことから流域と有明海に焦点をあてた環境評価
にて事業を評価

事業化支援
環境と産業の共に好影響を与える事業を創造、推進
するための事業化、推進支援をおこなう。

・メディア機関との広報連携
・金融機関連携による金融商品の紹介、販路作製
・自治体による外部企業紹介など

環境改善 / 産業振興

環境評価

環境保全につながる事業を鹿島市から生み出すための２つの仕組み

鹿島モデルから生み出される事業は

環境評価指標により環境保全に有益であると認められた
事業



有明海
鹿島市が持続可能な発展を実現する自然環境
有明海には鹿島市の全てが反映される

有明海が健康なら、鹿島市の自然環境は持続可能である

流域

• 山地における崩壊等の発
生確率の低減

• 山地災害による被災リスク
の低減

• 水害で浸水するリスクの低
減

• 流域における農薬・除草剤
負荷の低減

• 地域内の稼ぐ力の向上

• 地域で食べる農作物を地
域で賄う力の向上

• 温室効果ガスの排出量削
減

• 自動車に代わる新しい移
動手段の獲得

• 環境活動への理解促進

流域での取組

森林管理、伐採後再植林、
混交林化の推進

干潟での取組

カモの誘導

危険な自然現象の発生抑制に寄与す
る森林の増加

表層崩壊や土石流のバッファー機能
を有する森林及び棚田地形の維持

気象イベントによる擾
乱の抑制

GI日本酒の製造販売

農薬・除草剤の使用を抑
制した農業の推進

干潟の生物生息適地増
加

次世代モビリティの活用

エコツアーの実施

健康な有明海・流域に立脚する、くらしやすく持続可能な鹿島市

美しい
稼げる
おいしい
安全
持続可能な
楽しい
便利な
尊重しあえる

農薬・除草剤の利用を抑制した農地
の増加

干潟景観の保
全

維持される農地の増加

プロジェクションマッピング

有明海の環境をテーマにしたビジ
ネス・商品が生まれ続ける仕組み
『鹿島モデル』の確立

イベント来訪者の増加

農作物のブランド化
販売単価向上

日本酒販売額の増加

遊水地効果のある農地の維（要検証）

インプット アクティビティ アウトプット アウトカム

自由で
誇りが持て、

住み続けたく
なるまち

＝



R3 鹿島市ラムサール条約推進協議会の取組
（企業説明資料）

課題

毎年起こる
災害

（土砂災害・流
木・増水etc）

事業

海苔とカモ
問題

（環境と産業の
調査の壁）

ラムサール
登録地へ
の交通手
段がない

棚田の活
用

LED実証実
験

超小型モビリティ
活用による観光・
地域振興と低炭
素社会づくり
（エコツアー）

メリット事業詳細

棚田の耕
作

トゥクトゥク
の活用

日本酒製
造

LEDを使っ

たカモの誘
導

イルミネー
ション（ナイト
ツアー）

棚田の大切さ
再認識

正当な
報酬

新しいビジ
ネスの創
造

（環境の付
加価値）

鹿島モデル

経済に対する
好影響

環境に対する
好影響

有明海の
環境保全

持
続
可
能
な
活
動

暮らしやす
く持続可能

な
鹿島市

健康な
有明海



令和４年度 企業と連携して課題を解決
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• 令和４年４月時点 肥前鹿島干潟SDGs推進
パートナー ６０団体

• 5/26 SDGs研修

• 課題の共有⇒課題解決に協力してくれる企
業の公募

• 年度末 SDGsの達成状況の評価⇒フィード
バック

• 令和５年 アワード



事例１ 鹿島の災害×棚田の荒廃
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事例２：酒造りで出た産廃✖
酒蔵ツーリズムで使う大量のプラカップ
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バイオマスレジンホールディングス（新潟）×
矢野酒造・馬場酒造



• 上記１・２からの波及効果

⇒黒粕やイノシシの背脂を高級化粧品に

⇒クローズドリサイクル

⇒飼い主のいない猫のクラファン

事例２ 波及効果
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地域の課題解決と経済発展



自然と調和し
た街づくり

脱炭素・
再エネ導入 循環型社会

鹿島らしい持続可能な地域

干潟の保全
防災（ゾーニング条例）

駅周辺再開発
ゼロカーボンパーク

バイオプラ導入
リサイクル推進

脱炭素先行地域

ブルーカーボン

棚田のグリーンインフラ

二枚貝の復活

お猪口、ごみ袋

学校給食、クローズドリサイクル

具体的な事業

市の施策

・ごみ分別の推進

⇒リサイクル率の高い
自治体トップ10入りを
目指す
・ごみ白書の作成

干潟発電からブルーカーボンへ

鹿島市らしい脱炭素社会の構築



自然と調和 循環型社会

鹿島市らしい持続可能な地域

公共施設の再エネ導入（PPA、ESCO、リバースオークション）

ブルーカーボンと干潟保全

脱炭素社会の実現

宣言に入れるキーワード

・地域循環共生圏の構築
・再エネゾーニング（導入促進、利用促進、保全地域）
・脱炭素先行地域（駅再開発、ゼロカーボンパーク）
・再エネ種（太陽光、小水力・・）
・サーキュラーエコノミー（クローズドリサイクルの促進）

棚田GI

バイオプラ・クローズドリサイクル、お猪口、ボランティア袋（バイオマスレジン）

宣言の裏にある
具体的なプロジェクト

再エネエリアをつなぐモビリティ（EV化、グリスロ）

再エネ導入と保全の調和（導入規制の条例と促進エリアの設定）


